
 

 

 

 

 

食べること 生きること 

                                          校長 寺田 恵 

 本校のホームページでは、「今日の給食紹介」と題して毎日の給食を味や食感などコメントを添えて写真で

紹介しています。それは、学校で食べるということが教育上どれほど大切なことかを、長年教員をしている私

たち自身がひしひしと感じているからです。 

  

先日たまたま読んだ毎日新聞の『余録』に、脚本家の向田邦子さんのエッセーのことが書かれていました。

向田さんが小学生だった頃の戦前の「弁当の時間」についてです。ここに記事を引用します。「『おなかが痛

い』『忘れた』と言って教室を出て行く同級生がいた。砂場で遊んだり、ボールを蹴ったりしていた。周りの

子も先生も、自分の弁当を分けてあげようとはしない。『薄情なようだが、今にして思えば、やはり正しかっ

たような気がする』。自分に置き換えれば、人に同情されて肩身が狭い気持ちになるよりはいいのだと、向田

さんには思えた。そんな経験もあったからか、彼女のドラマやエッセーには食の風景が多い。今も昔も、子供

の頃の弁当には、どこか切なさがつきまとう。」この記事は、学校に勤め、子供たちの学校での食の風景に毎

日接している私の胸を打ちました。 

  

やや時代が下って戦後まもなくの頃。今、NHKで放映されている朝の連続テレビ小説「スカーレット」は、

焼き物の町滋賀県の信楽
しがらき

で活躍する女性陶芸家を主人公に描いています。実は、信楽は私が中学校まで過ごし

たふるさとで、私は毎日録画して、夜楽しみに観ています。この中にも、食の風景が多くでてきます。主人公

喜美子の幼少時代、妹を連れ紙芝居を見に行ったけれどお金がないことをガキ大将にからかわれ意地を張り「ポ

ン煎餅」を諦めた場面、お金が払えず給食を止められそうになることを悲嘆する場面など。私が生まれる２０

年ほど前のふるさとなのですが、こういった場面を見るにつけ、私は土曜日（当時は半日は登校していました）

に母が作ってくれた弁当のことを思い出します。母は共働きで忙しく、朝チャッチャッとつくった弁当。友達

に見せるにはどこか恥ずかしい弁当箱と品数が少ないおかず・・。母は、今、痴呆症となり言葉も通じず、今

でこそ感謝の気持ちしかないのですが。 

  

校長室の椅子に座ると、真正面に「涵養徳性」の扁額が毎日目に入ってきます。これは、教育の大命題だと

思いますが、私にはこの「涵養」という言葉の中に食事（作り手側の心も含む）の栄養がじわじわと体にしみ

こんでいく様も含まれているような気がします。 

徳性の涵養に、食は大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡市立国吉中学校 

第１学年 学年だより 

                          令和元年１１月１日発行 

                                第 ８ 号 

１１月３日（日）文化の日           １５日（金）授業参観 

      ４日（月）振替休日           １６日（土）県ｼﾞｭﾆｱｵｰﾌﾟﾝｿﾌﾄﾃﾆｽ大会 

      ５日（火）中教研学力調査（国、理、英）       市ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

   ６日（水）中教研学力調査（社、数）   ２３日（土）勤労感謝の日 

     １２日（火）学校訪問研修会（午後放課）  ２５日（月）～１２月３日（火） 

            ノーメディア週間、相談週間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年展示室の準備では、自分から進んで台紙は

りをすることができました。合唱では大きな声を

出せました。片付けではできるだけ早く丁寧に片

付けることができたので、学習発表会は成功でき

たと思いました。          

 ポスターセッションでは、Tさんの発表が１番

心に残りました。日本も危ないと知りビックリし

ました。発表を聞き、色々なことを学べてよかっ

たです。小学生の発表では４年生が英語で劇をし

ていて自分にも分からない英文があってすごいな

と思いました。           

 

 

 合唱の時に、みんなが大きな声で歌ってくれて

とても嬉しかったです。指揮者でとても緊張した

けど、間違えずに指揮することができたのでよか

ったです。２年生になっても指揮者をしたいで

す。               

 

初めの頃は、指揮とピアノが合わないときもあ

ったけれど、練習を重ねるうちに合ってきまし

た。当日の朝練ではずれてしまったけど、本番

は、深呼吸をしたら落ち着いてでき、成功するこ

とができました。家で練習をしてよかったと思い

ました。              

 僕はステージ係で、スポットライトの担当でし

た。しっかりと失敗せずにすることができまし

た。また、後片づけも素早くできたのでよかった

です。               

係では、自分から動くようにしました。手が空

いていれば、他の人を手伝いました。２、３年生

に優しく教えてもらったので、来年は、後輩に優

しく教えてあげたいです。来年も成功できるよう

に、みんなで力を合わせて頑張りたいです。 

                 

★万葉朗唱の会 

１０月５日（土）に万葉朗唱の会が、高岡市古城公園で行われました。 

立浪 華さん、田中 心寧さん、道言 歩さん、中居 心さんが出演し、 

大勢の観客の前で万葉集を堂々と朗唱しました。 

 

 

 

 

★県中学校駅伝競走大会 

１０月５日（土）に県中学校駅伝競走大会が、県総合陸上競技場で行われました。 

１年生からは、土屋 柚乃さんが友好レースに出場し、精一杯走りました。 

 

準備から当日までを通して、積極的に動いてい

る人が何人もいたのでいいなあと思いました。こ

れから色々なことが小中合同になりますが、小学

生のお手本として頑張っていきたいです。 

                  

とても楽しい学習発表会でした。来年はもっと

大きな口、大きな声で合唱を歌いたいです。ま

た、準備を今年よりも頑張りたいと思います。 

 


